
□
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー

　
運
営
委
員
会
委
員

g
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
に
ご
意
見
を
伺

い
ま
す
。
任
期
は
１１
月
か
ら
２
年

（
年
２
回
程
度
会
議
開
催
）　

f
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は
市
内

で
活
動
し
て
い
る
１８
歳
以
上
の
方
４

人
（
市
の
ほ
か
の
審
議
会
等
の
公
募

に
よ
る
委
員
、
市
職
員
を
除
く
）　

e
８
月
３１
日
㈪
ま
で
に
「
越
谷
市
科

学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
が
今
後
取
り

組
む
べ
き
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

８
０
０
字
以
内
の
作
文
と
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明

記
し
た
書
類
を
左
記
へ
（
様
式
自
由
、

郵
送
可
）。
選
考
結
果
は
本
人
に
通

知
し
ま
す　

b
科
学
技
術
体
験
セ
ン

タ
ー
（
〠
３４３
＝
０
８
５
１
七
左
町
２

の
２
０
５
の
２
）
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９
６
１
＝
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七
左
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
区

域
を
含
む
七
左
町
二
丁
目
、
七
左
町

三
丁
目
の
全
域
に
お
い
て
、
土
地
区

画
整
理
事
業
の
完
成
（
換
地
処
分
）

に
合
わ
せ
て
町
名
を
変
更
す
る
こ
と

が
、
６
月
の
定
例
市
議
会
で
可
決
さ

れ
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
町
名
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

新
町
名
と
な
る
日
は
、
七
左
第
一

土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
の

公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
で
、
平
成

２８
年
秋
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
名
変
更
に
伴
う
住
所
変

更
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
案
内

し
ま
す
。

b
市
街
地
整
備
課
☎
９
６
３
＝
９
２

３
１

　

１０
月
１
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

単
身
の
方
、
学
生
の
方
、
未
成
年
の

方
、
外
国
籍
の
方
な
ど
、
日
本
に
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
方
が
対

象
で
す
。
９
月
か
ら
、
国
勢
調
査
員

が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
国
内
の
人
口
、
世

帯
、
就
業
者
か
ら
み
た
産
業
構
造
な

ど
の
状
況
を
地
域
別
に
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
５
年
お
き
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
国
の
最
も
基
本
的
な

統
計
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
き
、

す
べ
て
の
世
帯
に
ご
回
答
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、
調
査
員
が
配
付
す
る

「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
使
っ
て
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
し
た
方

は
、
そ
こ
で
調
査
終
了
と
な
り
ま
す

が
、
回
答
し
な
か
っ
た
方
に
は
、
後

日
、
調
査
員
が
紙
の
調
査
票
を
お
持

ち
し
ま
す
。
記
入
し
た
調
査
票
は
、

調
査
員
に
渡
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵

送
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

回
収
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
集

計
の
み
に
使
用
さ
れ
、
集
計
終
了
後

に
溶
解
処
分
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国

勢
調
査
従
事
者
に
は
、
統
計
法
に
よ

る
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

b
情
報
統
計
課
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９
６
３
＝
９
１
２
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新
平
和
橋
と
平
和
橋
に
つ
い
て
、

長
寿
命
化
対
策
を
行
う
た
め
、
平
成

２６
年
度
に
橋
り
ょ
う
補
修
設
計
業
務

委
託
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
詳
細

調
査
結
果
に
よ
り
、
平
成
２７
年
９
月

上
旬
か
ら
２８
年
３
月
中
旬
ま
で
橋
り

ょ
う
補
修
・
補
強
工
事
を
実
施
し
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
２
本
の
橋
は
越
谷
駅

前
線
に
架
け
ら
れ
交
通
量
が
比
較
的

多
い
た
め
、
舗
装
工
と
伸
縮
継
手
取

替
え
工
に
つ
い
て
は
夜
間
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
車
両
の
交
通
規

制
に
つ
い
て
は
、
片
側
交
互
通
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
工
事
は
、
橋
り
ょ
う
の
新

設
工
事
と
比
較
す
る
と
騒
音
・
振
動

は
少
な
い
で
す
が
、
舗
装
を
打
ち
換

え
る
際
に
大
型
の
舗
装
切
削
機
や
ダ

ン
プ
カ
ー
等
の
大
型
車
両
を
使
用
す

る
た
め
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
出
来

る
限
り
騒
音
・
振
動
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
渋
滞
等
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
情
報
の
掲
載
、
道
路
上
へ
の

工
事
案
内
看
板
の
設
置
等
、
渋
滞
緩

和
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
募
委
員
募
集

七
左
町
二
丁
目
、七
左
町
三
丁
目
の
新
町
名
が
決
定
し
ま
し
た

今
月
の
市
民
課
の
休
日
窓
口
は
８
月
16
日   

で
す

（日）

平和橋・新平和橋

新平和橋・平和橋の補修内容等
補修内容 損傷箇所・実施理由 工事予定年月

平成27年9月～10月

設置：平成27年10月～11月
解体：平成28年3月

平成27年11月～28年3月

鉄筋コンクリート床版に雨水等が浸入すると、
床版内部の鉄筋を腐食させるだけでなくコン
クリートの劣化を促進するため、床版の耐久
性が低下するのを防ぐ工事

伸縮継手から雨水が支承部（橋の主桁等と橋
脚等の間に設置される部分）に伝達し、支承
が腐食して耐久性が低下するのを防ぐ工事
桁下の工事を実施するために足場や防護シ
ートを設置する工事

コンクリート片の落下による橋りょうの下を通
行する人への危険を防ぐ工事

主桁や高欄（欄干）において塗装のはがれや
退色が見受けられることから、桁の耐久性が
低下するのを防ぐ工事
床版のひび割れ部分から雨水が床版内部へ
浸入し、鉄筋が腐食して耐久性が低下するの
を防ぐ工事
新設当時の車両設計荷重と比べて積載荷重
が大きくなっているため、荷重に耐えられるよ
うに補強する工事

排水装置から雨水が河川に適切に落下せず、
主桁に付着し鋼材がさびる等により耐久性が
低下するのを防ぐ工事

①舗装工
　（橋面防水工含む）

②伸縮継手取替え工

③仮設工

④塗装工

⑤床版補修工

ひび割れ
注入工

炭素繊維
補強工

剥落
防止工

⑥排水構造物工

国
勢
調
査
と
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が

で
き
ま
す
！

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す

ス
マ
ー
ト
国
勢
調
査
２
０
１
５

平
成
27
年
国
勢
調
査
が
変
わ
り
ま
す
！

新
平
和
橋
・
平
和
橋
の
補
修
対
策

七
左
町
二
丁
目
↓
新
越
谷
一
丁
目

七
左
町
三
丁
目
↓
新
越
谷
二
丁
目


